
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
提
出

質

問

第

一

三

四

号

北
陸
新
幹
線
を
は
じ
め
整
備
新
幹
線
の
未
着
工
区
間
の
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

本

拓
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北
陸
新
幹
線
を
は
じ
め
整
備
新
幹
線
の
未
着
工
区
間
の
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
陸
新
幹
線
を
は
じ
め
と
す
る
整
備
新
幹
線
の
未
着
工
区
間
に
つ
い
て
、
政
府
内
で
着
工
の
優
先
順
位
や
整
備
方
法
な
ど
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
は
沿
線
各
地
の
重
大
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。従

っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

優
先
順
位
の
検
討
作
業
に
つ
い
て

�

平
成
二
十
一
年
度
に
完
成
し
た
北
陸
新
幹
線
の
福
井
駅
部
は
、
新
幹
線
の
開
通
を
前
提
に
延
長
八
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

高
架
橋
を
建
設
済
み
で
あ
る
。
県
庁
所
在
地
の
中
心
部
を
横
切
る
高
架
橋
が
無
用
の
長
物
に
な
れ
ば
、
沿
線
都
市
へ
の
打

撃
は
計
り
知
れ
な
い
。
福
井
駅
部
が
完
成
し
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
、
未
着
工
区
間
の
優
先
度
を
検
討
す
る
上
で
は
最
重

視
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

未
着
工
の
三
区
間
の
優
先
順
位
を
検
討
す
る
目
的
は
、
あ
く
ま
で
着
工
・
開
通
を
め
ざ
し
て
配
分
の
軽
重
を
判
断
す
る

た
め
で
あ
る
か
、
着
工
し
な
い
可
能
性
も
含
め
た
検
討
で
あ
る
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

今
後
の
財
源
確
保
策
に
つ
い
て

一



整
備
新
幹
線
問
題
検
討
会
議
が
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
に
示
し
た
「
整
備
新
幹
線
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
お
い
て
、
今
後
の
建
設
財
源
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
等
に
よ
る

民
間
資
金
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
公
民
連
携
の
資
金
調
達
の
形
と

し
て
、
制
度
の
早
期
具
体
化
が
待
た
れ
る
。
有
識
者
委
員
会
に
お
け
る
作
業
を
加
速
し
、
必
要
な
法
整
備
を
急
ぐ
べ
き
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


